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特 記 仕 様 書



特 記 仕 様 書 

１ 適用 

１－１ 共通仕様書 

 当該工事は、『北海道建設部土木工事共通仕様書』（以下「土木工事共通仕様書」という。）に基づき施工すること。 

 

１－２  土木工事積算基準等 

１ 当該工事の設計図書は、北海道建設部が制定した次の積算基準等に基づき作成している。 

（１） 一般土木工事 

 「土木工事積算要領」、「土木工事積算基準」、「土木工事工種体系化の手引き」 

（２） 漁港工事 

「漁港関係工事積算基準」、「漁港関係工事工種体系化の手引き・数量算出要領」 

（３） 下水道工事 

「土木工事積算要領（下水道編）」、「土木工事積算基準」、「下水道工事工種体系化の手引き・数量算出要領」 

２ 「土木工事積算基準」及び「漁港関係工事積算基準」において定めている諸基準に基づき次のとおり扱っている。 

（１）機械施工と人力施工等の施工方法や区分は設計図面等から判断し、機械施工が困難である場合を除き、機械施工を標準として積算 

  している。 

（２）特記仕様書等で別途明示している場合を除き、各基準において定めている標準工法・標準機種で積算している。 

（３）上記（１）（２）については、受注者の任意施工を拘束するものではない。ただし、現場条件等がこれにより難い場合には、必要 

  に応じて設計変更する。 

３ 「土木工事工種体系化の手引き」、「漁港関係工事工種体系化の手引き」及び「下水道工事工種体系化の手引き」において定めてい 

 る事項を、設計図書の規格・摘要欄に明示しているが現場条件等に差異が生じた場合には、設計変更の対象とする。 

４ 当該工事の数量算出書は、北海道建設部が制定した次の土木工事数量算出要領等に基づき作成している。 

（１）一般土木工事 

  「土木工事数量算出要領」 



（２）漁港工事 

  「漁港関係工事工種体系化の手引き・数量算出要領」 

（３）下水道工事 

  「下水道工事工種体系化の手引き・数量算出要領」 

 

１－３ 概数 

１ 「工事数量総括表」の備考に「概数」示した数量は概数である。概数として扱う事項の施工に当たっては、施工後でなければ数量の確認ができ

ない場合を除き、現地調査終了後速やかに工事監督員と協議し、数量の確定を行い着手すること。 

２ 概数の確定により数量の変更が生じた場合には、設計変更により処理する。 

  なお、設計に対して過大な出来形数量に変更するものではないことに留意すること。 

３ 「工事数量総括表」の備考に「概数」と示した仮設工の工事数量は、標準的な工法により算出したものであるため、取り合い等によって新 

 たに必要となる項目についても概数として扱う場合がある。 

４ 当該工事において、設計変更図書の作成（設計変更図面の作成及び工事数量の算出）を受注者に行わせることがある。 

 

１－４ 非契約数量 

  工事数量総括表の単位及び数量が（ ）で表記されている数量（摘要を含む）は、契約事項とならない数量である。 

 ただし、契約数量に連動して概数の確定や現場条件変更等が生じた場合には、必要に応じて設計変更する。 

 

１－５ 参考図 

 参考図と朱書きして示した図面は、発注者が想定した工法・材料等を記したものであり、これに示されている事項を指定するものではない。 

 

１－６ 現場環境改善 

（１）現場環境改善は、周辺住民の生活環境への配慮及び一般住民への建設事業の広報活動、現場労働者の作業環境の改善を行うために実施す

ることを目的とする。 



（２）現場環境改善の内容については 以下の率計算項目の内訳から５つを基本とし実施すること。 

項 目 率 計 算 項 目 の 内 訳 

仮設関係 垂れ幕（横断幕）、工事看板（説明板・案内板・ＰＲ看板）、緑化・花壇（椅子・ベンチ含む）、ライトアップ 

安全関係 
器具美装化｛バリケード、転落防止柵（足場・安全ネット）、工事標識、安全標識、照明、安全機器（カラーコーン・回転灯）、

安全具（救命胴衣・救命浮環・ヘルメット・安全靴・安全帯・消火器）｝、清掃費、熱中症予防、防寒対策 

営繕関係 施設美装化（現場事務所・現場休憩所・作業員宿舎）、インフォメーション施設の設置および管理運営、行事の開催 

役務関係 現場環境改善に係る土地借上げ及び道路等の占用に要する費用 

防災・危機 

管理関係 

防災訓練（地震・台風等の自然災害に対する訓練）に使用する作業船・重機の燃料費、回航えい航費・運搬費、資機材の 

費用 

担い手育成 

関係 
現場見学会の開催・見学用設備、パンフレット・工法説明ビデオ、出張講座の資料作成 

（３）現場環境改善については、具体的な内容、実施時期について施工計画書に含め提出するものとする。 

（４）工事完了時には、現場環境改善の実施写真等を提出するものとする。 

 

２ 工程関係 

２－１ 週休２日工事 

本工事は、「週休２日工事」の対象工事である。 

（参照：https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sr/sum/03kanrig/129220.html） 

 

２－２ 工期設定について 

 工期：契約締結日の翌日から令和８年３月 23日まで 

 工期には、施工に必要な実日数（実働日数）以外に以下の事項を見込んでいる。 

① 準備期間：45日間 



② 後片付け期間：20日間 

③ 北海道漁港別供用係数（実働工期日数に波高等による作業不能日を見込むための係数 実働日数×係数）：１．６５（ランク１） 

 

３ 用地関係 

３－１ 配管の製作・仮置場所 

配管の製作・仮置きは、次の場所において行うこと。 

なお、用地の借上げ契約は受注者が行うこととする。土地所有者との事前協議は終了している。 

（１）所在地：伊達市長和町 231-１、231-6、231-5（別図を参照） 

（２）所有者：住所 札幌市中央区大通東１丁目２番地 

          氏名又は名称 北海道電力㈱ 

（３）使用可能面積：3,000㎡（最低所要面積：3,000㎡） 

（４）使用可能期間：契約締結日の翌日から契約工期末まで 

（５）使用料：有 償 

（６）借上条件：工事完了後は速やかに原形に復旧して返却すること。 

 

３－２ 船舶の係留場所 

工事で使用する船舶の係留場所は、次の場所において行うこと。 

なお、漁港管理者の使用協議は終了している。 

（１）所 在 地：伊達市 伊達漁港（別図を参照） 

（２）管 理 者：北海道（胆振総合振興局産業振興部水産課） 

（３）使用可能延長：－３．０ｍ岸壁 ８０ｍ  

（４）使用可能期間：契約締結日の翌日から契約工期末まで 

（５）係 船 料：無 償 

 （６）使用条件：ア 工事完了後は速やかに原形に復旧して返却すること。 



         イ 当該場所は室蘭建設管理部が発注する浚渫工事の仮置・係留場所としても使用するため、受注者間で協議し、各々の工事の 

施工に支障のないよう調整し使用すること。 

 

４ 公害関係 

４－１ 排出ガス対策型建設機械の使用 

 当該工事は排出ガス対策型建設機械を使用することとしているが、使用できない場合は設計変更の対象とする。 

 

４－２ 湧水が発生した場合の報告 

  当該工事において湧水が発生した場合には、速やかに工事監督員に報告するとともに、対策工法について工事監督員と協議すること。 

 

４－３ 汚濁防止フェンスの設置 

    当該工事の施工において、関係機関から汚濁防止フェンスの設置を求められた場合は､工事監督員と協議すること。 

 

５ 建設副産物・廃棄物関係 

５－１ 建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律 

 この工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（平成 12 年法律第 104 号、以下「建設リサイクル法」という）」に基づき、分別解体

等及び特定建設資材廃棄物の再資源化等の実施が義務付けられた工事である。 

 

５－２ 特定建設資材廃棄物の処理条件 

 分別解体等によって発生する特定建設資材廃棄物（コンクリート塊、発生木材、アスファルト・コンクリート塊）は、次のとおり再資源化等を実

施することとするが、受注者において適正な処理施設を選定し、施工計画書に建設廃棄物における適正処理計画について記載すること。 

また、処分場所については積算上の条件明示であり、処分場所を指定するものではない。 

なお、受注者の提示する処理施設と積算上想定している処理施設が異なる場合においても設計変更の対象としない。 

ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によるものでない事項についてはこの限りではない。 



また、変更が生じた場合は、必要な資料を提出の上、工事監督員と協議すること。 

 

６ 施工条件関係 

６－１ 作業船の回航・えい航  

当該工事に使用する主作業船について、５月末現在の作業船動向調査資料により室蘭港から伊達漁港（10海里）までの往復のえい航費を計

上している。 

なお、復路について変更がある場合は、次の措置を講ずる。 

（１）工事終了後、伊達漁港に係留する場合は、片道費用を減額する。 

（２）行き先が、室蘭港より近距離の場合は、その距離に応じて減額する。 

（３）行き先が、室蘭港より遠距離の場合は、変更しない。 

（４）復路について、伊達漁港を出港し、室蘭港（近、遠距離港含む）へ入港したことがわかる資料（港湾管理者に提出した出入港届等の写し又

は出入港したことがわかる状況写真など）を工事監督員に提出すること。 

 

６－２ 施工時期の制限 

取水管施工箇所付近でさけ定置網漁業が操業されているため、取水管敷設工事は、令和８年８月中旬～１１月中旬までの間は行わないこと。 

ただし、当該漁業者や漁協との協議により海上作業可能となった際はその限りではない。 

なお、不測の事態が生じ、当該期間内に工事を完了できないと予測される場合は、事前に工事監督員に報告し対策を協議すること。 

 

６－３ 除雪の出動回数 

  除雪費のうち除雪深ごとの除雪回数（人力除雪、囲い屋根部除雪においては除雪量）は、概数で発注しているため、現地の積雪深及び降雪量等

について工事監督員に報告すること。 

 

６－４雪寒施設工(対象範囲内) 

 当該工事の斜路工、船置工の施工は、11月 14日を防寒開始日として防寒養生、防寒囲いを計上しているが、防寒開始日に著しく差異が生じる場



合には、防寒養生が必要となるコンクリート打設前に、受注者が作成した施工計画書により防寒開始時期について工事監督員と協議すること。 

 

７ その他 

７－１ 当該工事の積算条件 

当該工事の海上施工における供用係数のランクは 1である。 

 

７－２ 記載のない事項 

本仕様書に記載のない事項に疑義が生じた場合は、工事監督員と協議するものとする。 



位 置 図



松前郡福島町字三岳367-1番地
松前郡福島町字三岳367-2番地
松前郡福島町字三岳367-4番地
松前郡福島町字三岳367-5番地 使用可能面積　16,231.04㎡
松前郡福島町字三岳368-1番地
松前郡福島町字三岳368-2番地
松前郡福島町字三岳815-2番地

位置図（管製作ヤード・施工箇所）

※地理院地図を加工し作成

管製作ヤード

拡大図

施工箇所

ヤード

伊達市



位置図（伊達漁港：船舶係留箇所）

-3.0m岸壁：Ｌ＝８０ｍ



1頁

工 事 数 量 総 括 表



レベル１　工事区分 取水管(海中部)

レベル２
工　　種

レベル３
種　　別

レベル４
細　　目

レベル５
規　　格

単　位
数量
(前回)

数量
(今回)

数量増減 備考

海上地盤改良工 床堀工 （グラブ床堀） 土質：砂質土砂、N値：30未満 m3 4,614
（グラブ埋戻し） 土質：砂質土砂、N値：30未満 m3 4,520
（グラブ浚渫船拘束） 式 1

取水管工 取水管材料費 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 内径φ450、直管 m 465
管接合部(B/N/W/P含む) 内径φ450、(450A SUS316 10KF) バット融着用 組 10
44°曲管継手(B/N/W/P含む) 内径φ450、(450A SUS316 10KF) バット融着用 組 1
コンクリートウエイト(B/N/W/P含む) 内径φ450、(450A SUS316 ) 組 165
閉止フランジ 内径φ450、(500A SS400 10KF)  取手付き 枚 1
バルブ付き閉止フランジ 500A SS400+錆止め塗装 10K(100Aバルブ） 組 1

取水管組立工 コンクリートウエイト装着 個 165
中間継手[バット融着] 【自動ﾊﾞｯﾄ溶接機（賃料）｜φ450用】 箇所 45
管接合部継手[バット融着] 【自動ﾊﾞｯﾄ溶接機（賃料）｜φ450用】 箇所 22
高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管長管製作・仮延管 延管ｺﾛ m 465
支持架台 組 1

取水管敷設工 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管運搬敷設 内径φ450 m 465

工 事 数 量 総 括 表



レベル１　工事区分 取水管(陸上部)

レベル２
工　　種

レベル３
種　　別

レベル４
細　　目

レベル５
規　　格

単　位
数量
(前回)

数量
(今回)

数量増減 備考

取水管工 作業土工 （床掘[陸上]、バックホウ） 土質:土砂 m3 168
（床掘[水中]、クラムシェル） 土質:砂 m3 174
（埋戻し[陸上]） 土質:土砂 m3 109
（埋戻し[水中]） 土質:砂 m3 141
（基面整正） 土質:土砂 m2 100

残土処理工 土砂等運搬[残土] 土質:土砂、距離7.9km m3 47
土砂等運搬[残土] 土質:砂、距離7.9km m3 33
残土等処分 土質:土砂 m3 47
残土等処分 土質:砂 m3 33

管路工 （基礎材） 種類：基礎砂 m3 28
埋設表示ｼｰﾄ 規格：幅300㎜ ｼﾝｸﾞﾙ m 14

取水管材料費 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 規格：φ450㎜(内径)、直管 m 38
管接合部 内径φ450、(450A SUS316 10KF) ﾊﾟット融着用 組 1

取水管組立工 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管長管製作・仮延管 延管ｺﾛ m 38
中間継手[バット融着] 規格：φ450㎜(内径) 箇所 4

取水管敷設工 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管布設 内径φ450 m 38
管接合部継手 規格：φ450㎜(内径) 箇所 1

基礎工 基礎捨石工 基礎捨石 中割石、運搬距離：4.5㎞ m3 15
捨石本均し［水中］ 均し精度：±5cm m2 7
捨石荒均し［水中］ 均し精度：±30cm m2 5
捨石荒均し［水中］ 均し精度：±50cm m2 7
防砂シート［水中］ 規格：織布 ﾅｲﾛﾝ･ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ系 引張強度2,940N/3㎝以上級 m2 22
プレキャストU型側溝 側溝種類：U600(697kg/個 L=2.0m) m 7

先端止壁工 水中コンクリート工 （型枠） 鋼製型枠 m2 15
漏洩防止材 ｼｰﾄ種類:織布、ﾅｲﾛﾝ･ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ系、強度:引張強度1,260N/3cm以上 m2 10
水中コンクリート C-9、ｾﾒﾝﾄ種別：混合ｾﾒﾝﾄ（B種） m3 7

斜路工 基礎工(斜路工) 基礎栗石［陸上・水中］ 割栗石、t=0.3m m2 38
基礎栗石均し［水中］ ±5cm m2 64
基礎栗石均し［陸上潮待ち］ ±5cm m2 54
基礎栗石均し［陸上］ ±5cm m2 8
防砂シート［陸上・水中］ 織布、981N/3cm以上級 m2 140
基礎砕石 再生骨材0～80mm、t=0.3m、敷厚：30㎝ m2 35

張ﾌﾞﾛｯｸ工 張ﾌﾞﾛｯｸ製作[A1] C-5S、1.99×2.29×0.50m(A1)、W=5.36t 個 2
張ﾌﾞﾛｯｸ製作[A2] C-5S、0.99×2.29×0.50m(A2)、W=2.71t 個 2
張ﾌﾞﾛｯｸ製作[B1] C-5S、1.99×2.29×0.50m(B1)、W=5.22t 個 22
張ﾌﾞﾛｯｸ製作[C1] C-5S、2.231×2.29×0.50m(C1)、W=5.75t 個 2
張ﾌﾞﾛｯｸ製作[C2] C-5S、1.231×2.29×0.50m(C2)、W=3.11t 個 2
張ﾌﾞﾛｯｸ据付[陸上連携][A1] 1.99×2.29×0.50m(A1)、W=5.36t、陸上→水中 個 2
張ﾌﾞﾛｯｸ据付[陸上連携][A2] 0.99×2.29×0.50m(A2)、W=2.71t、陸上→陸上 個 2
張ﾌﾞﾛｯｸ据付[陸上連携][B1] 1.99×2.29×0.50m(B1)、W=5.22t、陸上→陸上 個 22
張ﾌﾞﾛｯｸ据付[陸上連携][C1] 2.231×2.29×0.50m(C1)、W=5.75t、陸上→陸上 個 2
張ﾌﾞﾛｯｸ据付[陸上連携][C2] 1.231×2.29×05m(C2)、W=3.11t、陸上→陸上 個 2
ｸﾚｰﾝ拘束 式 1

工 事 数 量 総 括 表
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張コンクリート工 （型枠） m2 2
伸縮目地 樹脂発泡体、厚さ10mm・0.06g/cm3以上級 m2 13
コンクリート[冬期] C-5S、普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、舗装厚:30cm m3 22
均しコンクリート[冬期] C-1、普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、舗装厚:10cm m3 7

止壁工 中間止壁[冬期] C-5S、普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、B=1.6m,H=1.5m、生コン加熱費 m 4
止壁[冬期] C-5S、普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、B=0.3m,H=1.95m、生コン加熱費 m 5

船置工 基礎工(船置工) 基礎砕石 種類：再生骨材0～80㎜、敷厚：30㎝ m2 19
張コンクリート工 （型枠） m2 0.9

伸縮目地 樹脂発泡体、厚さ10mm・0.06g/cm3以上級 m2 11
コンクリート[冬期] C-5S、普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、t=0.3m m3 12

止壁工 止壁[冬期] C-5S、普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、B=0.25m,H=1.3m、生コン加熱費 m 7
構造物撤去工 取壊工 ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊[陸上・機械] 無筋構造物、運搬距離：13.9㎞、無筋ｺﾝｸﾘｰﾄがら m3 93

ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊[陸上・機械] 無筋構造物、運搬距離：13.9㎞、有筋ｺﾝｸﾘｰﾄがら m3 0.2
ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊[水中・機械] 無筋構造物、運搬距離：13.9㎞、無筋ｺﾝｸﾘｰﾄがら m3 9
削孔 φ160、L=1.70m(平均) コアボーリング 孔 20
舗装版切断 ｺﾝｸﾘｰﾄ、t=20cm m 9
舗装版破砕 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装、t=0.3m、運搬距離：13.9㎞、無筋がら m2 112

運搬処理工 殻運搬[ｺｱﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ] ｺﾝｸﾘｰﾄ殻（無筋）、運搬距離：13.9㎞ m3 0.7
殻運搬 金属くず、運搬距離：13.9㎞ 台 1
殻処分[ｺｱﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ] ｺﾝｸﾘｰﾄ殻（無筋） ｔ 0.7
殻処分 金属くず ｔ 9.9
殻処分 汚泥 ｔ 0.05

雑工 現場鋼材切断工 現場鋼材切断 SY295、SP-Ⅱ、t=10.5mm m 4
現場鋼材切断 SY295、SP-Ⅲ、t=13mm m 6
鋼材撤去 SP-Ⅱ、t=10.5mm、L=2.00m 枚 4
鋼材撤去 SP-Ⅲ、t=13.0mm、L=2.02m 枚 3

仮設工 仮設鋼矢板工 （仮設鋼矢板・Ｈ形鋼杭） SYW295、SP-Ⅲ、L=8.5m 枚 44
（仮設鋼矢板・Ｈ形鋼杭） SYW295、SP-Ⅳ、L=10.0m 枚 50
（仮設鋼矢板・Ｈ形鋼杭） SYW295、SP-Ⅳ、L=10.5m 枚 45

重機用足場工 （土のう[大型土のう]） 製作･設置、運搬距離：2.7㎞、土質:火山灰、【ダンプトラック10t積】 袋 217
（土のう[大型土のう]） 移設（転置） 袋 70
（土のう[大型土のう]） 撤去、運搬距離：7.9㎞、【ダンプトラック10t積】 袋 217
（敷鉄板[区間②]） 敷鉄板規格：厚さ22㎜、幅1524㎜、長さ6096mm m2 27
（敷鉄板[区間③・④]） 敷鉄板規格：厚さ22㎜、幅1524㎜、長さ6096mm m2 48
（殻運搬） 殻種別：廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、運搬距離：46.1㎞ ｔ 0.5
（殻処分） 殻種別：廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 ｔ 0.5

土留・仮締切工 （現場鋼材切断） SYW295、SP-25H、t=13.2mm m 27
（現場鋼材撤去） SYW295、SP-25H、t=13.2mm、L=4.06m 枚 20
（鋼矢板[打設のみ]） SYW295、SP-25H、L=10.2m 枚 20

除雪工 （工事区域内除雪工[平面部]） m2 110,000 概数
（工事区域内除雪工[作工物周辺]） m2 1,758 概数

雪寒施設工 （雪寒仮囲い(Pタイプ)[張ｺﾝｸﾘｰﾄ(斜路工)]） m2 193 概数
（雪寒仮囲い(Pタイプ)[張ｺﾝｸﾘｰﾄ(船置工)]） m2 145 概数
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（防寒養生[張ｺﾝｸﾘｰﾄ(斜路工)]） 無筋構造物 m2 193 概数
（防寒養生[張ｺﾝｸﾘｰﾄ(船置工)]） 無筋構造物 m2 145 概数
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共通仮設費 回航・えい航費 （えい航(伊達漁港～室蘭港）） 起重機船鋼Ｄ150t吊 回 1
運搬費 （重建設機械分解組立輸送費） 機種・規格：ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ50t吊 回 1

（仮設材等運搬） 仮設材種類：鋼矢板Ⅲ型、運搬距離：95.1km ｔ 22.4
（仮設材等運搬[区間①・②]） 仮設材種類：鋼矢板Ⅲ型、運搬距離：95.1km ｔ 36
（仮設材等運搬[区間③]） 仮設材種類：鋼矢板Ⅳ型、運搬距離：95.1km ｔ 38.1

準備費 （除草） 作業形態：機械除草 m2 3,000 概数
（立木切倒し・枝払い切揃え・ 立木集積） 本 8 概数
（立木積込み） t 0.2 概数
（立木・伐開物・抜根物運搬費） 種類：刈草、運搬距離：62.3㎞ t 240 概数
（立木・伐開物・抜根物運搬費） 種類：刈草、運搬距離：14.2㎞ t 0.2 概数
（立木・伐開物・抜根物処分費） 種類：刈草 t 240 概数
（立木・伐開物・抜根物処分費） 種類：伐木・伐根物 t 0.2 概数

役務費 (借地料) 式 1
技術管理費 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管気密試験[取水管（海中部）] 式 1

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管気密試験[取水管（陸上部）] 式 1

工 事 数 量 総 括 表


